
１．直轄事業　1件

（空港）　１件
番号 事業名 総事業費 事業概要 沖縄振興計画推進の視点からの評価

新規事業採択時評価

①
那覇
ナハ

空港
クウコウ

滑走路
カッソウロ

増設
ゾウセツ

事業
ジギョウ

（那覇市
ナハシ

、豊見城
トミグスク

市
シ

）
１９８０億円

・実施個所
　沖縄県那覇市、豊見城市

・主な事業内容
　滑走路、平行誘導路、連絡誘導
路、進入灯等の整備
（滑走路長：2,700ｍ）

　沖縄県は広大な海域に点在する島嶼から成り立っており、その玄関
口である那覇空港は、県外及び県内離島を結ぶ交通の結節点として、
また国内外の観光客の受入や国際物流の拠点として、沖縄県経済や
県民生活にとって、極めて重要な役割を担っている。一方、年間の発着
回数は13万回を超え、処理能力の限界に近づきつつある。
　本事業は、那覇空港の滑走路を増設するものであり、将来的にひっ
迫する航空需要への適切な対応、国内外航空ネットワークにおける拠
点性の発揮、観光立県沖縄の持続的発展への寄与等の観点から重要
である。
　また、本事業は、「利用者の利便性向上や国際交流拠点としての空
港機能強化に取り組みます」や「観光拠点の形成に向けた空港機能の
強化に取り組みます」とされている沖縄21世紀ビジョン基本計画の趣旨
にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を新規採択す
ることは適当である。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
(１)　自立型経済の構築に向けた基盤の整備
P56 ア　国際交流・物流拠点の核となる空港の整備
　「那覇空港の滑走路増設等については、早期実現に向けて諸課題に
取り組むとともに、国際線旅客ターミナルの早期整備等により、利用者
の利便性向上や国際交流拠点としての空港機能強化に取り組みま
す。」
（２）世界水準の観光リゾート地の形成
P60 ウ 観光客の受入体制の整備
　「沖縄観光の玄関口である空港については、那覇空港の滑走路増設
等の早期実現に向けて諸課題に取り組むとともに、国際線旅客ターミ
ナルの早期整備等を推進するなど、国際交流拠点や観光拠点の形成
に向けた空港機能の強化に取り組みます。」

別紙２ 



２．補助事業（沖縄県）

番号 事業名 総事業費 事業概要 沖縄振興計画推進の視点からの評価

新規事業採択時評価

②
農業競争力強化基盤整備事業

福
フク

嶺
ミネ

南
ミナミ

地区　　（宮古島
ミ ヤコ ジマ

市
シ

）

　本事業は、宮古島市において農業用用排水施設
の整備と区画整理の実施により、農業生産性を向
上させ、農業所得の向上と農家経営の安定を図る
ものである。
　また、生産性の向上のみならず高付加価値作物
への転換も可能とする畑かん施設の整備と区画整
理を行うことは、「亜熱帯特性等を生かした特色ある
農林水産業の振興を図る」とされている沖縄21世紀
ビジョン基本計画の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本
事業を新規採択することは適当である。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
（７）亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の振興
P76　(7)　亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の
振興
カ　亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤
整備
　「亜熱帯特性等を生かした特色ある農林水産業の
振興を図るため、亜熱帯・島しょ性の地域特性に適
合する生産基盤の整備・保全を推進します。
　このため、沖縄の特性に応じた、地下ダム等の整
備や新たな農業用水源の確保、かんがい施設の整
備、区画整理等を計画的に推進するとともに、水事
情の変化に対応するため施設等の再編・更新を図
ります。」
P91　(12）　離島の特色を生かした産業振興と新た
な展開
イ　農林水産業の振興
「離島における農業の振興に向け、各離島の特色を
生かした品目等の生産振興に努めます。特に、離
島・過疎地域を支える重要品目であるさとうきびに
ついては、地力増進対策、干ばつ対策等を推進す
る・・・。
　農業の基盤整備については、新たな農業用水源
の開発、かんがい施設等の整備、防風・防潮林の
整備・保全、区画整理等を計画的に推進します。」

1,933百万円

【主要工事】
農業用用排水施設(畑かん施設)　49ha
区画整理　49ha

【工期】
平成25年度～平成30年度

別紙２ 



２．補助事業（沖縄県）

番号 事業名 総事業費 事業概要 沖縄振興計画推進の視点からの評価

新規事業採択時評価
別紙２ 

③
農業競争力強化基盤整備事業

福地
フ ク チ

地区　　（宮古島
ミ ヤコ ジマ

市
シ

）
1,960百万円

【主要工事】
農業用用排水施設(畑かん施設)　52ha
区画整理　52ha

【工期】
平成25年度～平成30年度

　本事業は、宮古島市において農業用用排水施設
の整備と区画整理の実施により、農業生産性を向
上させ、農業所得の向上と農家経営の安定を図る
ものである。
　また、生産性の向上のみならず高付加価値作物
への転換も可能とする畑かん施設の整備と区画整
理を行うことは、「亜熱帯特性等を生かした特色ある
農林水産業の振興を図る」とされている沖縄21世紀
ビジョン基本計画の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本
事業を新規採択することは適当である。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
（７）亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の振興
P76　(7)　亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の
振興
カ　亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤
整備
　「亜熱帯特性等を生かした特色ある農林水産業の
振興を図るため、亜熱帯・島しょ性の地域特性に適
合する生産基盤の整備・保全を推進します。
　このため、沖縄の特性に応じた、地下ダム等の整
備や新たな農業用水源の確保、かんがい施設の整
備、区画整理等を計画的に推進するとともに、水事
情の変化に対応するため施設等の再編・更新を図
ります。」
P91　(12）　離島の特色を生かした産業振興と新た
な展開
イ　農林水産業の振興
「離島における農業の振興に向け、各離島の特色を
生かした品目等の生産振興に努めます。特に、離
島・過疎地域を支える重要品目であるさとうきびに
ついては、地力増進対策、干ばつ対策等を推進す
る・・・。
　農業の基盤整備については、新たな農業用水源
の開発、かんがい施設等の整備、防風・防潮林の
整備・保全、区画整理等を計画的に推進します。」



２．補助事業（沖縄県）

番号 事業名 総事業費 事業概要 沖縄振興計画推進の視点からの評価

新規事業採択時評価
別紙２ 

④
農業競争力強化基盤整備事業

更
サラ

竹
タケ

地区　　（宮古島
ミ ヤコ ジマ

市
シ

）
1,653百万円

【主要工事】
農業用用排水施設(畑かん施設)　42ha
区画整理　42ha

【工期】
平成25年度～平成30年度

　本事業は、宮古島市において農業用用排水施設
の整備と区画整理の実施により、農業生産性を向
上させ、農業所得の向上と農家経営の安定を図る
ものである。
　また、生産性の向上のみならず高付加価値作物
への転換も可能とする畑かん施設の整備と区画整
理を行うことは、「亜熱帯特性等を生かした特色ある
農林水産業の振興を図る」とされている沖縄21世紀
ビジョン基本計画の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本
事業を新規採択することは適当である。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
（７）亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の振興
P76　(7)　亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の
振興
カ　亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤
整備
　「亜熱帯特性等を生かした特色ある農林水産業の
振興を図るため、亜熱帯・島しょ性の地域特性に適
合する生産基盤の整備・保全を推進します。
　このため、沖縄の特性に応じた、地下ダム等の整
備や新たな農業用水源の確保、かんがい施設の整
備、区画整理等を計画的に推進するとともに、水事
情の変化に対応するため施設等の再編・更新を図
ります。」
P91　(12）　離島の特色を生かした産業振興と新た
な展開
イ　農林水産業の振興
「離島における農業の振興に向け、各離島の特色を
生かした品目等の生産振興に努めます。特に、離
島・過疎地域を支える重要品目であるさとうきびに
ついては、地力増進対策、干ばつ対策等を推進す
る・・・。
　農業の基盤整備については、新たな農業用水源
の開発、かんがい施設等の整備、防風・防潮林の
整備・保全、区画整理等を計画的に推進します。」
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